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奄美大島におけるバナナ栽培について

秋月国憲

(鹿児島県農業試験場大島支場）

奄美大島における気象状況は第１，２表のとおりであ

り気温の点からすれば夏季はともかく,冬期(１～２月）

の気温は15°Ｃ以下であるから最適の気温であるとは言

えない。また年間に２～３回の降霞はあるが降霜はない

ので栽培は可能である。次に雨量の点では，むしろ過剰

気味で問題はない.従って－番問題になるのは風であ

る．

Ｉはじめに

台湾果樹誌(台湾省農業試験所嘉義農業分所楊致福著）

によると，バナナは夏季は70°Ｆ～90°Ｆ(21.Ｃ～32°Ｃ）

冬季60°Ｆ（15.5°Ｃ）以上の気温で雨量は1,5000ｍ～

2,500m'が適しており，風速20ｍ前後の風で仮茎（普通

幹又は偽幹と言う）が折損すると言う．

第１表気温並に降水量（昭和６年～35年間平均）
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第２表風速20ｍ以上の台風の頻度（昭和21～37年）
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すなわち第２表に示したとおり風速20ｍ以上の台風は

1946～1962年（17年間）に14回来襲しており，その２分

の１の７回は９月に集中している．

以上のようなことからバナナを栽培する場合２台風を

回避して安全に収穫をあげるためには一応９月を風速２０

ｍ以上の台風が来襲するものと見て，この９月以前に収

穫をあげるためにはどうすればよいかと言うことにな

る，

バナナの植付けの時期は熱帯地方では周年いつでもで

きるものと思われるが亜熱帯の当奄美大島では11月以降

２月までは低温と季節風のために植付けはできても活着

が困難であるか，または活着しても地上部が枯死し，気

温の上昇にともない再び出葉してくるので生育がおく

れ，３月以降に植付けしたものと同じ生育状態になる．

したがって３月～10月までが植付時期の巾であるが，こ

の中でも５～６月の梅雨時期が最適期である．なお３月

植付けの場合は植付けした年の11～12月に開花すること

があり，冬期を経過するので果実の肥大が悪く収穫物は

あまりよくない．

以上のようなことから本文にのべるように５～10月ま

で棺付時期を変えることによって開花並に収穫時期を変

え，９月以前に収穫できるか，どうかを試験して見たと

ころ次のような成績が得られたのでここに報告する．

２．試験の方法

（ｱ）供試品種仙人種（普通台湾バナナと言われて

いる）

Ｈ）植付時期５月～10月

｜ｳ）栽培密度２ｍ×２ｍ（10α当たり250本）

に）肥料（１本当年間施肥量）

Ｎ320尻Ｐ２０５３１０，jKO4301．～

なお肥料は３，６，９月に皆量づつ分施する．
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３．試験の結果および考察

第３表生育調査

川仮茎長 (ﾛ）葉数

植付蘆｜開花時枚植付蓋｜開花時ｃ、
埴
〃
〃
〃
〃
〃
均

●

ｐ
Ｈ
｛
〃
〃
〃
〃
〃

４
７
７
０
７
０
１

●
●
●
●
●
●
●

４
６
５
５
４
４
５

５
６
７
８
９
ｍ
平

33.0

38.0

33.7

35.3

262.5

306.1

269.5

251.2

植
〃
〃
〃
〃
〃
均

円
河
〃
〃
〃
〃
〃

87.2

79.7

70.0

62.0

67.7

50.9

69.6

５
６
７
８
９
加
平

35.0272.3

収穫時調査第４表
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間最大48.1ｍ，雨量215.51mm，名瀬東方60k'nを北上，最

大風速，平均瞬間最大風速ともに名瀬測候所創立以来の

極大）により全株折損倒伏したので収穫できたのはわづ

かに５月植の３株のみであった．

生育経過をのべると植付した1963年および1964年８月

までは，順調な生育を続けて来た．殊にもっとも気温の

低い1964年１月が平年より高く暖冬であったので生育は

極めてよく５～７月植の全株と，８月植の１株は開花し

たが，1964年９月24日の台風20号（最大風速33.7,,瞬

第５表1963年５月～1964年８月までの気温
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さて，植付時期別の開花については植付時期がおくれ

る程，開花時期はおくれる傾向があり，したがって植付

けから開花までの日数も，植付時期がおそくなる程長く

なってくる．

開花時の仮茎長は251.2～306.1cｍ（平均272.3cm），

葉数は33.0枚～38.0枚（平均35.0枚）で開花すると果房




